
施策－基本事業管理シート（大船渡市）

施策32 共に生きる地域づくりの推進 作成日：　平成21年7月24日 主管課名：　教育委員会生涯学習課 主管課長名：　金野　良一

№ 施策名称 主管課 施策の対象
施策の

対象指標
施策の意図 施策の成果指標

実績値
(H17)

実績値
（H18)

実績値
（H19）

実績値
（H20）

単位
目標値
（Ｈ20）

目標値
（Ｈ21）

目標値
（Ｈ22）

取得方法
指標取得
主管課・係

算定式・取得先等 施策の２０年度目標達成度とその要因 施策の２２年度目標達成に向けての課題

成 38.5 成 38.0 成 37.5

①何事も助け合える地域であると感じている市民の割合は、20年度目
標値40.0％に対し、43.6％であった。
⇒目標値を上回る実績値であった。地域公民館等の自治組織の活動に
よるものと考えられる。

施策の振り返り（施策の２０年度方針の達成状況）

20年度の方針では、予算の水準を抑制しながら施策成果の維持・向上
を目指す施策として位置づけられているが、市民運動関係で盛川河川
敷桜並木剪定（数年に１回程度）などを実施したため総コストは増加し
た。

・当市における地域活動の主体的な住民組織、自治組織は地域公民館
(町内会、部落会などの呼称もある）である。組織率は100％で、原則的
にはほとんどの住民が加わっている。
・地域公民館では、地域生活に貢献する公共活動(花植え、清掃活動、
交流・懇親、スポーツ、地区・全市の行事への参加など）を住民自らが企
画実施している。

№ 基本事業名称 主管課 基本事業の対象
基本事業の
対象指標

基本事業の意図
基本事業の成果

指標
実績値
(H17)

実績値
（H18)

実績値
（H19）

実績値
（H20）

単位 取得方法
指標取得
主管課・係

算定式・取得先等 基本事業の成果水準とその背景
基本事業の成果実績に対してのこれまでの

主な取り組み（事務事業）の実績

1
地域を愛する意
識の醸成

生涯学習課

①市民

②地域活動団
体（地域公民
館、町内会、婦
人団体、PTAな
ど）

③地域活動支
援機関

①人口
②地域公民館
数

①郷土愛を育ん
でもらうことで、地
域づくりの担い手
としての意識を高
めてもらう

①地域行事に参加
し、住民同士の交
流をしていると答え
た市民の割合

48.9 47.3 47.0 46.3 ％
市民アン
ケート

生涯学習課

・H20市民意識調査
（問15）あなたは、日常生活の中
で、取り組んでいることはありま
すか？→１．地域行事に参加し、
住民同士の交流をしている
46.3％

①地域行事に参加し、住民同士の交流をしていると答えた市民の割合
は、46.3％で、ほぼ横ばいである。
⇒50％に近い市民が地域行事に参加している。地域公民館が主体と
なった活動が行われていることによるものと考えられる。

主な事務事業は以下のとおり

・市民運動推進協議会運営事業
⇒事務局を担当し、市民運動協議会の幹事会、理
事会、総会の開催。教育振興運動各実践区への補
助事務。さんご島清掃をさんご島をきれいにする会
とともに実施。クリーン作戦や花いっぱい運動の実
施など。

・生涯学習推進・市民運動推進のつどいの開催事
業
⇒毎年1月に生涯学習や市民運動の関係者を対象
として、事例発表や記念講演を実施。

2
自主的な地域活
動の促進

生涯学習課

①市民

②地域活動団
体（地域公民
館、町内会、婦
人団体、PTAな
ど）

③地域活動支
援機関

①人口

②地域公民館
数

①自主的に地域
活動に参加しても
らう

①よりよい地域に
するための地域づ
くり活動に参加して
いると答えた市民
の割合

23.6 21.7 21.1 20.3 ％
市民アン
ケート

生涯学習課

・Ｈ20市民意識調査で取得
（問17）あなたは、日常生活の中
で取り組んでいることはあります
か？→１．よりよい地域にするた
めの地域づくり活動に参加して
いる  20.3％

①よりよい地域にするための地域づくり活動に参加していると答えた市
民の割合は、20.3％で、ほぼ横ばい傾向にある。
⇒花いっぱい運動、親切善行運動、青少年地域活動事業などを通して
の環境美化や地域づくりなど意識啓発活動を行っている。

主な事務事業は以下のとおり

・花いっぱい運動事業
⇒花づくり講習会に21人参加。花いっぱいコンクー
ルには29の団体個人が参加。そのほか、6校の小
中学校が運動に参加した。

・親切・善行運動事業
⇒親切善行実行者の表彰、親切善行運動の啓発
等を行った。7の個人団体を表彰した。

・青少年地域活動事業
⇒各種事業を通じて家庭や地域の教育力の向上を
図るため、地域公民館役員やPTA関係者が中心と
なって自主活動を展開。市内6地域と中央公民館で
実施。延べ参加者3,875人で、前年度比1,846人増。

その他関連事業として、地域公民館の建設・改修の
際にその費用の一部を助成している（地域社会教
育振興事業）。

総合発展計画の課題として
・地域の連帯意識の高揚
・地域活動の活性化

⇒地域で核となる人材の育成や継続した意識啓発
活動を行う必要がある。

目 40.0目 40.0目 40.0

43.6

・H20市民意識調査
（問14）あなたが日常生活をす
るうえで、日頃、どのように感じ
ていますか？→④何事も助け
合える地域であると感じている
→そう思う　8.0％
→どちらかといえばそう思う
35.6 ％

生涯学習課
市民アン
ケート

％42.1 42.5 39.432

①何事も助け合え
る地域であると感
じている市民の割
合

①地域で助け合
いながら暮らす

①人口（17年３
月末住民基本
台帳人口＋外
国人登録人
口）

②地域公民館
数

①地域住民
共に生きる地域
づくりの推進

生涯学習課

施策・基本事業　【32】


